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1 目的
水土里情報利用手順（以下、「利用手順」という。）は、水土里情報システム運用管理基準以下、「運用管理基準」という。）に基づき、利用機関が本システムを利用するにあたっての手続を行うための手順を定めることを目的とする。
2 用語の定義
この手順で用いる用語の定義は、水土里情報システム運用管理基準に定める用語の定義にしたがうものとする。
3 利用の申し込みおよび許可並びに利用契約
(1) 本システムの利用を希望する利用機関は、様式‐1「水土里情報システム利用申込書」に必要事項を記入の上、本会会長に申込みを行うものとする。なお、本システムの利用を変更する場合も同様とする。
(2) 本会会長は、（1）により申込みされた内容等を審査の上、適当と認められる場合は、様式‐２「水土里情報システム利用許諾について」により、当該利用機関に通知するとともに、当該利用機関と協議の上、水土里情報システム利用契約書を作成し、提示するものとする。
(3) （２）により利用を許諾する旨の通知を受けた利用機関は、提示された水土里情報システム利用契約書による契約に同意する場合には、本契約書２通を作成の上、様式‐３「水土里情報システム利用契約の締結について（提出）」により本会会長に提出するものとする。
(4) 本会会長は、（３）により提出された水土里情報システム利用契約書2通に記名、押印の上、１通を様式‐４「水土里情報システム利用契約の締結について（送付）」により、当該利用機関に送付するものとする。
4 その他
この手順は、平成　２４年　４月　１日より施行するものとする。
【様式-1】
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水土里情報システムを利用したいので、本利用申込書を提出します。
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